
ああ上野駅　（弁護士　梶山　敏雄）
中卒で会津から上京し、比較的若くして独立して印刷業を営み、私が昭和４１年に大学進学した後も父親代わりで面倒をみてもらっていた
兄が、８３才になり廃業するということや、私の弟（高校の後輩で弟みたいに付き合っていた）が今年の１月に亡くなった供養も兼ねて、
私夫婦、兄夫婦、兄の子供ら夫婦など１０人で上野のある店で慰労会をやりました。
兄夫婦は子供３人ですが、孫やひ孫を入れると３０人を超える大家族であり、このご時世に、少子化対策に大変寄与しており、うらやまし
い限りです。
久しぶりの上野での飲食でしたが、連休中の５月５日であり、コロナ規制解除間近で上野界隈はどの道路沿いも昼からの酒盛りグループで
大混雑でした。
我々の時代、東北出身者の社会人生活の始まりは上野駅であり、そうした昔話やそれぞれの近況報告であっという間の時間でしたが、私も
含めて何があってもおかしくない年齢にさしかかっており、無駄に飲まないで時間を大事にしたいと思っています。

弁護士　梶山　敏雄

川口美貴著「労働法（第７版）」（弁護士高木太郎）
関西大学教授の川口美貴先生が労働法（第７版）を上梓された。
川口労働法は、毎年改訂されているが、そのご苦労たるや、大変なものと思われる。
ただ、私たち、実務家にとっては、最新の版を参照している限り、「その後の法改正や運用変更の心配」をほぼしなくていいところが、と
てもありがたい。

もう一つ、この版にいくつも加えられた改定の中で「労働協約の地域間拡張適用」の新しい記述が加わっている。これは、川口先生の伴侶
である古川景一弁護士が関わられた件で、３２年ぶりに実施された労働協約の地域間拡張適用が行われた事例である。
このように、この本には、多数の労働事件、労働問題に携わっている実務家の視点が加わっているため、弁護士としては「安心して使える」
のである。
労働相談が来るたびに、手慣れた分野でも今までの知識・経験の確認に、未経験の分野なら当該分野の論点の学習整理に、便利に使わせて
いただいている。

弁護士　高木　太郎

https://saitamasogo.jp/archives/90657
https://www.aizukanko.com/
https://saitamasogo.jp/kajiyamatoshio
https://saitamasogo.jp/archives/90659
https://amzn.asia/d/dtw8sG1
https://saitamasogo.jp/takakitaro


4／30 全国一斉「いのちと暮らしを守る　なんでも相談会～
住まい・生活保護・労働・借金etc…～」【第１弾】電話＆リ
アル
コロナ禍で生活苦に陥る人が増加した状況を受けて、２０２０年４月から２０２２年１２月まで、全国一斉「コロナ災害を乗り越える　い
のちと暮らしを守る　なんでも電話相談会」を実施し、全１７回合計１万５０００件を超える相談に対応させていただきました。

しかしながら、その後も、物価高が続き、また、コロナ禍に対応して行われた国の支援策の終了、失業の長期化、特例貸付の償還開始等の
事情により生活に困窮している人が多く、日々の食事にも事欠く人が続出するなど、深刻な状況が続いています。

そこで、全国の弁護士、司法書士、生活困窮者支援の団体、労働組合等が連携して、対面相談も含めた新たな形で、下記のとおり、全国一斉
「いのちと暮らしを守る　なんでも相談会」を実施いたします。お気軽にご相談ください。（第２弾は７月２９日（土）、第３弾は９月
３０日（土）に実施予定）

記

【日　　時】　４月３０日（日）午前10時～午後６時　　全国３１都府県

【電話相談】　番号　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）
　　　　　　　上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。
　　　　　　　２７都府県、３５会場、６５回線

　　　　　　　1９地域はフリーWi-Fiスポットからの「つながるWEB電話（ボイチャ相談）」にも対応
　　　　　　（岩手、秋田、福島、栃木、群馬、埼玉、神奈川、富山、福井、愛知、三重、滋賀、京都、大阪、兵庫、
　　　　　　　和歌山、岡山、福岡、宮崎）
　　　　　　　「つながるWEB電話（ボイチャ相談）」をかけるには→こちら

【面接相談】　事前申込み不要
　　　　　　　１６都府県・１７会場（秋田、岩手、宮城、栃木、埼玉、千葉、東京、石川（２）、愛知、和歌山、大阪、
　　　　　　　岡山、山口、香川、福岡、佐賀）。食料等の無償配布、健康・医療相談を行う会場もあります。
　　　　　　　全国の会場一覧は⇒こちら　　　　　　

　　　　　　　★埼玉は、１０時～川口フレンディア（川口駅東口徒歩１分）４階で実施。食料無償配布（先着３００名）
　　　　　　　埼玉会場の詳細は⇒こちら
　　　　　　　★東京は、１２時～早稲田の東京DEWで実施。お弁当とチャイの無償配布もあり。
　　　　　　　東京会場の詳細は⇒こちら
　　　　　　　★千葉は、１０時～千葉県弁護士会（千葉市中央区中央4丁目13番9号）で実施。
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　　　　　　　その他、全国の面接相談会場は⇒こちら

【相 談 例】 ・物価高で、生活費が尽きたので、来月の家賃が払えそうもない
　　　　　　・解雇・雇い止めされた
　　　　　　・社協の特例貸付、住宅ローン、奨学金などの借金が返せない
　　　　　　・何か経済的な支援制度を教えてほしい

【主　催】　いのちと暮らしを守る なんでも相談会実行委員会

【問合先】　猪股　正 （埼玉総合法律事務所　048-862-0355）
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団支部総会に参加しました（弁護士　谷川　生子）
先日、自由法曹団埼玉支部総会で、猿田佐世さんのご講演を聴きました。
日頃、安全保障問題に精通した各国の人々と交流している猿田さんのお話は、今の日本の立ち位置をリアルに伝えるものでした。

中国が覇権主義の下、どんどん話の通じない相手になっているという報道が目立ちますが、実務上も，日本と中国の関係は薄くなっている
ようです。しかし、脅威を感じる相手との関係を断ち切ってしまうのは、かえって不幸な結果を招くのではないでしょうか。

ＡＳＥＡＮ諸国が、生き残りをかけて近隣国と仲良くし、中立の姿勢を明示している姿は、日本も見習うべきものだと思います。日本政府
がそのような姿勢を示すために、必要なのは国民の後押しだという呼びかけが印象に残りました。

米国留学中、日米関係がほんの一握りの人に動かされていることに違和感を感じたことから始まったという猿田さんの活動は、今の日本に
とって、とても大切で、注目されるべきものだと思います。

弁護士　谷川　生子

公益財団法人埼玉県スポーツ協会　スポーツ埼玉 2023年春号
(vol.298)に佐渡島啓 弁護士の記事が掲載されました
公益財団法人埼玉県スポーツ協会　スポーツ埼玉

【連載】指導現場トラブル防止へ　埼玉弁護士会がアドバイス

[第7回]どんな場面でも暴力・暴言は許されない

練習中の選手に試合と同じような緊張感を持たせたい、日々の指導の中でそのように考える指導者は多いことでしょう。
しかし、そのような目的であっても、暴力や暴言に頼ることは許されません。今回は、この点を判断した裁判事例をご紹介します。

JSPO（日本スポーツ協会）では、スポーツ現場におけるハラスメント防止を解説した動画を公開しています。
ぜひご参考にしてください。

弁護士　佐渡島　啓

公益財団法人埼玉県スポーツ協会　スポーツ埼玉 2023年春号(vol.298) ダウンロード
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「スマホデビュー」（弁護士　鴨田　譲）
私が家でスマホを見ていると、娘（0歳9ヶ月）が必死にスマホの画面をのぞき込もうとしてきます。

そのようなことが続きましたので、年齢的に少し早いかなと思いましたが、スマホを買ってあげました。

このスマホは通話やメールやアプリが使用できないことが難点ではありますが、Wi-Fi環境がなくても使用できる点や、視力が低下す
ることもないという点で優れています。

楽しそうに使っています。

弁護士　鴨田　譲

日々勉強です
初めまして、昨年12月に埼玉総合法律事務所に入所しました。弁護士の宮本澄香と申します。よろしくお願いいたします。
弁護士としての業務を開始して早3カ月が経とうとしていますが、日々新しい発見・学びの連続で、やりがいを持って業務に取り組めてい
ると感じます。

さて、弁護士は、法科大学院や司法修習で学ぶ中で、法律や訴訟手続に関する一通りの知識を身につけてはいますが、経験の浅い内はまだ
まだ未知の法分野も多いというのが実状です。そこで、経験不足をカバーするため、業務終了後に研修に参加したり、日弁連が弁護士向け
に提供しているe-ラーニング講座を視聴するなどして、未知の分野の知識を身に付けられるようにしています。

私が目下勉強中なのは労働法です。これまで労働法を学ぶ機会のなかった私ですが、事務所で労働事件を扱うことも多いため、今になって
慌てて勉強しています。
労働法を学んでいると、これまでのアルバイト経験や前職会社員時代の出来事を思い返して、「あれは違法だったのでは？」という考えが
頭をよぎることもあります。残念ながら、従業員に対して違法な働き方を強いる企業や団体は未だ少なくないのが現状です。

自身の弁護士としての活動が、そのような労働環境改善の一助となればと思いつつ、今日も事件に取り組んでいます。

弁護士　宮本　澄香
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【コラム】弁護士になるまでを振り返って（弁護士深谷直史）
入所してから約半年が経ってしまいました。なんだかあっという間です。思えば、弁護士になるまで、新型コロナウイルスに振り回されて
きました。未知の感染症が拡がる中で司法試験は延期、図書館や学校は閉鎖されて勉強ができない、延期後の日程は夏真っ盛りの猛暑日と
いった状況で司法試験を受けました。例年恒例であった法務省掲示板での合格発表も、中止になってしまいました。無事合格した後も、修
習はオンラインとの併用、同期や教官とろくに顔も合わせない、カリキュラムの変更など制約の多かった修習でした。五月雨式に来る司法
研修所からの事務連絡に右往左往しているうちに、修習も終わってしまいました。今振り返ると、すごく大変だったなと思います。無事に
弁護士になれて、半年間無事になんとかやれていることに喜びを感じています。迎え入れてくださった埼玉総合法律事務所の皆様、お世話
になった家族と友人に感謝申し上げます。 　

弁護士になった後も、研修三昧の日々で、司法試験を受けているときよりも勉強することは多いです。委員会にも１０個近く入ってしまい、
色々な行事に顔を出しています。コロナも比較的落ち着いてきて、弁護団のイベント等で地方に行くことも多くなってきました。学ぶべき
ことは、まだまだたくさんあります。今年も謙虚の気持ちをもって、目の前のことに一生懸命取り組みたいと思います。

弁護士　深谷　直史

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）

【コラム】考えることをあきらめない（弁護士鈴木満）
２０２２年に扱った事件を思い返してみると、当初は、こちらの主張が認められる見通しは厳しいと思っていたものの、結果として、認め
られた事件が多かったように思います。

事件の見通しを考える作業の一つとして、過去の裁判例を見て、似たような事件でどのような判断が下されているのか確認することがあり
ます。その作業の中で、あまりいい見通しが立たないと、事件を進めていくときに、とても悩みます。反論の書面の作成がなかなか進まな
かったり、相手側の証人に対する反対尋問を考えるときに何をどのように聞いたら証言の信用性を下げることができるのか苦慮したりする
ことがあります。上記の事件でも、たくさん悩んで苦しい思いをしたことがありました。

しかし、そんな時でも、あきらめずに、粘り強く、事件記録や資料に向かい、考え続け、そして、行動することで、良い結果を出すことが
できることもあると強く感じました。
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昨年カタールで開催されたサッカーワールドカップ、日本対スペインの試合で、決勝アシストをした三苫選手のプレーは、まさに、あきら
めない気持ちを体現するようなプレーであり、なんだか勇気をもらったというか、勝手に、背中を押してもらったような気持ちになりまし
た。

今年もよりよい解決を目指して、目の前の事件に、粘り強く取り組んでいこうと思います。そして、入会してからなかなか行くことができ
ていないジムにも、あきらめずに行く努力をしようと思います。

弁護士　鈴木　満

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）

【コラム】男女共同参画社会へ（弁護士南木ゆう）
弁護士１０年目（親になって８年目）となりました。日弁連設立当初（１９５０年）は、弁護士総数５，８２７人のうち女性はわずか６人
（全体の０．１％）でしたが、２０２０年には弁護士総数４２，１６４人、うち女性は８，０１７人（全体の１９．０％）となったそうで
す。女性弁護士の数は飛躍的に増加していますが、日々の業務においては、まだまだ女性弁護士が足りていないと感じる場面が多々ありま
す。性被害やDV問題に限らず、また男女を問わず、同性の弁護士に相談したいというニーズもあり、私も女性からの相談を多く受けてい
ます。

国は、「指導的地位に占める女性の割合を２０２０年に３０％にする」という目標を定め、法曹三者も各々取組みを行ってきましたが、裁
判官２７．２％、検察官２６．０％、弁護士１９．０％ といずれも目標を達成できず、特に弁護士が目標を大きく下回りました。

女性弁護士は、家庭との両立を考え企業へ就職する人も多いので（企業内弁護士の女性の割合は４０％超）、当事務所のような「まちべん」
といわれる法律事務所では女性の割合はもっとずっと低いようです。

そんな中、当事務所に女性弁護士が１人増えました！（本原稿執筆時には予定）。幅広い分野に取り組み、人権問題や社会問題にも携わっ
ていきたいという志を持つ素敵な女性です。  様々な場面で、男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ
る社会を目指し、私も目の前の小さなことから変えていきたいと思います。

弁護士　南木　ゆう

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）
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